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1. はじめに 

 2022年8月22日開催の異常気象分析検討会では、

6月下旬～7月初めの日本の記録的な高温は、亜熱帯

ジェット気流の蛇行とフィリピン付近における積雲

対流活動の活発化による上層の高気圧と地表の太平

洋高気圧の強まり（シルクロードパターンと PJ パタ

ーン）が主要因とされた。 

 一方で、負のインド洋ダイポールモード（IOD）が

活発であったが、これと日本の高温の関係は明らか

にされなかった。しかし、6月中旬～下旬の日本南方

の下層高気圧性循環偏差の発達は、インド洋の下層

低気圧性循環偏差への風の吹き込みを伴っており、

太平洋高気圧の強まりに負の IOD が影響した可能性

を示唆している（図1）。それについて今回調査した。 

本調査では、大気循環場のデータは JRA-

55(Kobayashi et al., 2015)か、その後継の JRA-3Q

（図 1、4）を、熱帯の積雲対流活動の評価には外向

き長波放射量(OLR)データ(Liebmann and Smith, 

1996)を、海面水温(SST)は MGDSST(栗原ほか、 2006)

を、それぞれ使用した。また、熱帯対流活動の大気

循環場への影響を評価するため、線形傾圧モデル

（Linear Baroclinic Model: LBM、Watanabe and 

Kimoto, 2000）を使用した。負の IOD やラニーニャ

現象の発生の有無の判定は、気象庁の定義による。 

 

 

図 1 2022 年 6 月中旬～下旬（6/18～24）の 7 日平均の実況。 (a) SST（コンター、K）、SST 偏差（カラー、K）、(b) 200hPa 速度ポテン

シャル偏差（カラー、106m2/s）、発散風偏差（矢印、m/s）、(c) 850hPa 流線関数偏差（コンター、106m2/s）、OLR 偏差（カラー、W/m2）、

(d) 海面気圧（コンター、hPa）、海面気圧偏差（カラー、hPa）、850hPa 風偏差（矢印、m/s）。 

偏差は平年値（1991～2020 年の 30 年平均値）からの差。 

 



2. 結果 

負の IODに対応させて、インド洋東部（赤道の100E

付近）に仮想の熱源を与えた 6 月の LBM 実験では、

インド洋北部に下層（850hPa）低気圧性循環偏差が

現れるものの、日本南方に下層高気圧性循環偏差が

現れない（図 2）。一方で、インド洋北部（80E、15N

付近）に仮想熱源を与えた実験では、インド洋北部

の下層低気圧性循環偏差とともに、日本南方に下層

高気圧性循環偏差が現われる（図 3）。 

2022 年 6 月中旬～下旬の経過をみると、インド洋

南東部の対流活発が次第にインド洋北部に拡大した

ことがわかる。このとき、日本南方の下層高気圧性

循環偏差も発達している（図 4）。 

Ajayamohan et al.（2008）は、負の IOD 時には、

インド洋南東部での SST 正偏差に対応してインド洋

赤道域で水蒸気量の増加や水蒸気収束の強化が見ら

れ、対流活動の北進が明瞭化しやすい、と指摘して

いる。インド洋南東部の降水偏差のウエーブレット

解析により、負の IOD 時には夏前半を中心に季節内

変動が強まることも示した。 

 

図 2 インド洋東部（赤道 100E 付近）に熱源を与えた 6 月

の LBM 実験。(a) 熱源分布、(b) 200hPa 流線関数の応答、

(c) 850hPa 流線関数の応答。 

 
 

 

図 3 図 2 と同じ。ただし、インド洋北部（80E、15N 付近）に

熱源を与えた実験。 

 
 
 



 

図 4 7 日平均の OLR 偏差（カラー、W/m2）、850hPa 流線

関数偏差（コンター、106m2/s）の推移。 

偏差は平年値（1991～2020 年の 30 年平均値）からの差。

2022 年 6/18～6/24 が DAY=0。DAY=-3 と DAY=+3 の楕円

は、インド洋南東部の対流活発が北部に拡大しているこ

とを示す。 

 

2022 年 6 月中旬～下旬についても、こうした現象

であるならば、過去にもインド洋の対流活動の北進

と日本南方の太平洋高気圧の強まりが見られている

はずである。6月中旬～下旬（6/18～24）のインド洋

南東部（80-130E、10S-0）の OLR と大気循環場との

ラグ回帰を実施した（統計期間は、1979～2021 年）。

全球の OLR とのラグ回帰では、DAY=0（6/18～24 の 7

日間平均）あたりで、インド洋南東部の対流活動が

強まり、そのあと一部が北西進する様子が見られる

（図 5(a)）。下層（850hPa）の流線関数とのラグ回帰

では、約 1 週間（DAY=+7）でインド洋北部の下層低

気圧性循環偏差が強まって、日本南方の下層高気圧

性循環偏差も強まる様子が見られる。南半球側と併

せて見れば、インド洋で低気圧性循環偏差の対、太

平洋で高気圧性循環偏差の対の、4 極子となってい

る（図 5(b)）。また、上層（200hPa）の流線関数との

ラグ回帰では、やはり約１週間で、インド洋で高気

圧性循環偏差の対、太平洋で低気圧性循環偏差の対

の、4極子が現われる（図 5(c)）。下層と上層で循環

が逆向きの傾圧構造となっている（日本北方は順圧

構造だが、今回は調査の対象外とする）。なお、上層

の DAY=-7 で、南北両半球に高気圧性循環偏差が見ら

れているが、インド洋南東部が対流活発な年にラニ

ーニャ現象が発生中の年がかなり含まれており、そ

の特徴が現われているためと考えられる。 

6 月の LBM 実験の結果を確認すると、傾圧構造の 4

極子やその空間の広がりは、インド洋東部熱源への

応答とインド洋北部熱源への応答の重ね合わせで、

表現されることがわかる（図 2、図 3）。 

6 月中旬～下旬（6/18～24）に、インド洋南東部で

対流活動が顕著だった年は、2022 年も含め、負の IOD

が発生中であることが多い（図 6）。また、対流活動

が顕著だった年は、どの年も、その後に、日本南方

の下層高気圧性循環偏差、上層低気圧性循環偏差が

見られる（図略）。 

 

  



 

 

図 5 (a) 6 月中旬～下旬（6/18～24）のインド洋南東部（80-130E、10S-0、図中赤枠）で平均した OLR と、全球の OLR とのラ

グ回帰。 

統計期間は 1979～2021 年。90%の確率で有意な領域に陰影。インド洋南東部が対流活発（OLR 負偏差）の場合は、符号

を反転した状態に対応（コンターは負の値を暖色、正の値を寒色、としている） 



 

 

図 5 (b) 図 5 (a)と同じ。ただし、全球の 850hPa 流線関数とのラグ回帰（106m4/Ws） 

DAY=+7 の 4 つの楕円は、インド洋南東部が対流活発なとき、7日後にインド洋両半球で低気圧性偏差、太平洋両半球で

高気圧性偏差が現われることを示す。   

 



 

  

 

図 5 (c) 図 5 (b)と同じ。ただし、全球の 200hPa 流線関数とのラグ回帰（106m4/Ws） 

DAY=+7 の 4 つの楕円は、インド洋南東部が対流活発なとき、7日後にインド洋両半球で高気圧性偏差、太平洋両半球で

低気圧性偏差が現われることを示す。   

 



図 6 6 月中旬～下旬（6/18～24）のインド洋南東部（80-

130E、10S-0）で平均した OLR 偏差の年々変動。 

偏差は平年値（1991～2020 年の 30 年平均値）からの差。

赤字は、OLR 負偏差が顕著な年を示す。※※は、負の IOD

とラニーニャ現象が発生中、※は、負の IOD が発生中で

あることを、それぞれ示す。 

 

3. おわりに 

 2022 年 6 月下旬、負の IOD と関係するインド洋南

東部の対流活動から北西進したインド洋北部の対流

活動が、日本南方での太平洋高気圧の強まりに寄与

したことがわかった。また、過去にも同様の現象が

発生していることがわかった。 

 今回は、負の IOD に伴う日本の南海上での太平洋

高気圧の強化に、シルクロードパターンや PJ パター

ンの発現が加わることにより、日本は記録的な高温

になったと考えられる。 
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